


　現在、高知工業高等学校の空手部に所属
し、副キャプテンを務めています。４歳から空
手を始め、最初は通うのが嫌だったと言います
が、現在では生活の一部になっていて、「部
活が楽しい ！  」と話します。県大会では団体
組手・個人組手で優勝、個人形で準優勝の
成績を収め、今月の９日～12日に開催されるイ
ンターハイにその３種目で出場します♪「辛い
時期もあったけど、周りの支えのおかげで乗り
越えられた。応援してくれる家族や先生方、一
緒に頑張る仲間のためにも結果で恩返しした
い」としっかりした目標も話してくれました ！  ま
た、10月にある国体にも出場が決まりました ！  
今後の活躍にますます期待が高まります ！ 

結果で恩返しがしたいと奮闘中
田原 遥さん（17）
た   はら   はるか もも  だ　    とし  まさ

楽しみながらしっかりプレー☆
　こちらは、10年以上前からずっと物部グラウンド
でグランドゴルフをしている皆さんです。毎週月・
水・土曜日の９時から11時までプレーしています♪
人数が７人と少ないため、いつも２時間で８ホール
を４周するのだとか ！  途中、私も一緒にプレーさせ
て頂きましたが、案外体力がいるんです ！  特に夏
の厳しい暑さは体にこたえます。でも、皆さんと一
緒にお喋りしながらプレーすると、楽しくってそんな
ことは一切感じませんでした♪ちなみに、現在メン
バー募集中だそうです。ワイワイ楽しくプレーした
い ！  という方は、ぜひグラウンドを訪れてみて下さ
いね。 

今まで培ってきたものを活かして ！
百田 年真さん（41）

　近寄るとしっぽを振ってお出迎えをしてくれ
たはるくん。取材当時は生後３ヶ月だったので
すが、とっても大人しくってお利口さんなんで
す♪小松さんは「子犬らしからぬ落ち着き」と
表現してくれたのですが、まさにその通り ！  取
材中、私と小松さんが話していると、じっとお
座りしたり、一人遊びをしたりして待ってくれま
す ！  また、話しかけると首をかしげながらじっと
見つめて聞いてくれます ！  実は、はるくんの
お母さんがセラピー犬だそうで、もしかしたら子
犬らしからぬ落ち着きはお母さん譲りなのかも
しれません。

こ   まつ

本当に子犬？
と思うほどお利口さん
小松 はるくん（現在７ヶ月）

赤岡支所
管内より

地区担当者より

「とし君のわらしべ散歩」の衣
装を着て、実家が営む岡崎水
産のお魚とパシャリ☆

毎週木曜日はAコープかがみ
に出店しています♪ 

野市支所管内より

練習に励みます

私の声に首を
かしげるはるくん♪

「まだかな～」と
待ってくれます

　炭火焼 土佐 香宗我部でこだわりいっぱいの串
焼きを提供している百田さん。地産地消に努め、
朝びきの国産鶏を使用し、こじゃんと旨い醤油ダレ
と味噌ダレを絡めます ！  炭は土佐備長炭を使い、
高温で旨味をギュッと ！  皮はパリッと仕上げます。
なので、冷めても美味しいんです♪また、百田さん
はご縁あって現在は香南ケーブルTVの、知ってい
るようで知らない香南市の町の情報を伝える「とし君
のわらしべ散歩」に出演。今年で３年目になりま
す ！  その他にも赤岡のイベントの実行委員長を務
めるなど、香南市・赤岡町の魅力を発信していま
す ！   

物部支所
管内より

※写真は全て生後３ヶ月の時のものです
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ネ
ギ
ア
ザ
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（
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ス
）

萎
凋
病

カ
メ
ム
シ

褐
色
腐
敗
病

〈
発
病
時
期
〉

　

冬
季
の
外
気
温
の
低
い
時
期
以
外
は
野
外
で
発
生
し
ま
す
。
特
に

乾
燥
す
る
時
期
に
は
施
設
内
に
水
分
を
求
め
侵
入
し
ま
す
。
一
度
侵

入
す
る
と
、
施
設
内
で
繁
殖
し
続
け
ま
す
。

〈
防
除
方
法
〉

　

発
生
が
多
く
な
る
と
防
除
が
難
し
く
な
る
た
め
、
発
生
時
期
以

前
よ
り
予
防
的
に
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は

柔
ら
か
い
葉
を
好
む
た
め
、
早
期
の
薬
剤
散
布
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
蛹
に
な
る
際
、
一
度
地
中
に
潜
る
た
め
、
発
生
が
多
く
み

ら
れ
る
ほ
場
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ネ
ー
ト
45
D
F
の
か
ん
注
処
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
を
使
用
す
る
際
に
は
登
録
薬
剤
を
適
正

使
用
基
準
に
従
っ
て
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

栽
培
ほ
場
内
外
の
雑
草
の
処
理
を
小
ま
め
に
行
い
、
ほ
場
へ
の

侵
入
リ
ス
ク
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

ニ
ラ          

や
っ
こ
ね
ぎ

〈
発
生
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

被
害
が
発
生
す
る
時
期
は
年
に
よ
り
一
定
せ
ず
、

８
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
に
み
ら
れ
ま
す
。
夜
行
性
で

あ
り
、
主
と
し
て
夜
間
に
果
樹
園
に
飛
来
し
て
吸
汁

活
動
を
行
う
の
で
、
昼
間
園
内
に
わ
ず
か
で
も
見
つ

か
れ
ば
、
園
内
の
発
生
密
度
が
か
な
り
高
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
被
害
の
発
生
は
地
域
差
が
大
き
く
、

ま
た
同
一
ほ
場
で
も
樹
に
よ
り
発
生
に
差
が
あ
り
ま

す
。
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
山
間
、
山
麓
地
帯
で
、
周

辺
に
カ
メ
ム
シ
の
主
た
る
餌
植
物
で
あ
る
ヒ
ノ
キ
や

ス
ギ
が
栽
植
さ
れ
て
い
る
ミ
カ
ン
園
で
は
発
生
が
多

く
、
と
く
に
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
と
隣
接
し
て
い
る
樹
で

被
害
が
多
い
で
す
。

〈
防
除
方
法
と
ポ
イ
ン
ト
〉

　

果
樹
園
へ
の
飛
来
を
早
め
に
発
見
し
、
飛
来
の
初
期

に
防
除
す
る
こ
と
。

　

カ
メ
ム
シ
は
果
樹
園
外
か
ら
長
期
間
に
わ
た
っ
て
飛

来
す
る
の
で
、
多
発
生
の
場
合
は
で
き
る
だ
け
園
周
辺

の
餌
植
物
を
含
め
た
広
域
集
団
一
斉
防
除
を
行
い
、
地

域
全
体
の
発
生
密
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

８
月
中
旬
頃
よ
り
、
特
に
台
風
通
過
後
は
多
発
傾
向

に
あ
る
の
で
、
速
や
か
に
対
象
薬
剤
テ
ル
ス
タ
―
フ
フ

ロ
ア
ブ
ル
５
０
０
０
倍
・
収
穫

前
日
・
使
用
回
数
３
回
目
ま
で
、

も
し
く
は
ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水

溶
剤
２
０
０
０
倍
・
収
穫
前
日

ま
で
・
使
用
回
数
３
回
ま
で
）
を

防
除
し
ま
し
ょ
う
。

み
か
ん

〜
収
穫
前
後
の
管
理
と

　
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
〜

ツヤアオカメムシ

被害果実

発病ほ場 茎盤部の褐変腐敗

ひどく落果した早生温州
これから防除するのでは手遅れ。

特有の異臭を発する。

釈
）
の
殺
ダ
ニ
系
薬
剤
を
散
布
し
防
除
の
徹

底
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
貯
蔵
病
害

　

貯
蔵
病
害
は
、
収
穫
後
の
コ
ン
テ
ナ
内

や
、
出
荷
後
化
粧
箱
の
中
で
腐
敗
が
起
こ
る

病
害
で
、
主
に
青
か
び
病
、
緑
か
び
病
、
黒

腐
病
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

発
生
す
る
と
市
場
や
消
費
者
か
ら
の
評
価

が
下
が
り
、
産
地
全
体
に
影
響
し
て
く
る
病

害
で
す
の
で
必
ず
収
穫
前
に
防
除
を
行
い
、

発
生
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

青
か
び
病
の
例
を
参
考
に
挙
げ
ま
す
と
、

病
原
菌
は
土
壌
中
で
越
冬
し
、
秋
ご
ろ
か
ら

胞
子
が
空
中
に
飛
散
し
は
じ
め
ま
す
。
胞
子

は
収
穫
果
の
表
面
に
付
着
し
、
収
穫
時
や
運

搬
中
に
で
き
た
果
実
の
傷
か
ら
侵
入
し
発
病

し
ま
す
。
青
か
び
病
菌
の
発
育
適
温
は
27
℃
、

最
低
６
〜
８
℃
以
下
、
最
高
は
30
〜
33
℃
で
、

胞
子
形
成
の
適
温
は
20
℃
で
す
の
で
、
水
晶

文
旦
の
収
穫
時
期
で
あ
る
９
月
〜
11
月
頃
も

発
病
の
可
能
性
は
十
分
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
病
害
は
「
果
実
に
傷
」
が

で
き
る
と
菌
が
侵
入
し
ま
す
が
、
傷
が
な
い

と
い
く
ら
胞
子
が
付
着
し
て
い
て
も
侵
入
で

き
ま
せ
ん
。
収
穫
作
業
中
の
鋏
傷
や
果
実
の

引
き
も
ぎ
、
運
搬
中
の
圧
迫
傷
に
は
十
分
留

意
し
て
作
業
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

防
除
薬
剤
は
、
ナ
テ
ィ
ー
ボ
フ
ロ
ア
ブ
ル

１
５
０
０
倍
、
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
４
０
０

０
倍
等
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
発
生
と
そ
の
被
害
〉

　

果
実
に
だ
け
発
生
す
る
も
の
で
、
い
っ
た
ん
発
生
す

る
と
急
激
に
広
が
り
、
ど
ん
ど
ん
落
果
し
て
、
と
き
に

は
収
穫
皆
無
と
な
る
大
変
被
害
が
激
し
い
病
気
で
す
。

温
州
ミ
カ
ン
で
は
、
８
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
発
生
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

地
面
に
接
し
た
果
実
、
地
面
に
近
い
下
枝
の
果
実
、

ま
た
通
風
の
悪
い
樹
冠
内
の
果
実
に
ま
ず
発
生
が
見

ら
れ
ま
す
。
水
田
転
換
園
・
排
水
不
良
園
は
、
条
件
的

に
発
病
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
台
風
の

通
過
・
集
中
豪
雨
・
長
雨
の
あ
と
に
は
、
常
発
地
で
な

く
て
も
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

〈
診
断
ポ
イ
ン
ト
と
防
除
方
法
〉

　

褐
色
腐
敗
病
菌
は
、
疫
病
菌
の
一
種
で
土
壌
中
に
生

息
し
、
菌
の
増
殖
、
感
染
に
は
降
雨
な
ど
の
水
を
必
要

と
し
ま
す
。
雨
の
し
ぶ
き
な
ど
で
は
ね
上
が
っ
て
樹
上

の
果
実
に
侵
入
す
る
た
め
、
台
風
な
ど
の
降
雨
後
は
発

生
初
期
の
早
期
散
布
（
レ
ー
バ
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル
２
０
０

０
倍
・
収
穫
前
日
ま
で
・
使
用
回
数
３
回
ま
で
）
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
発
病
が
す
す
ん
で
か
ら
の
薬
剤
散
布
は

ほ
と
ん
ど
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
に
努
め
、

予
防
散
布
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
出
荷
し

た
ダ
ン
ボ
ー
ル
内
の
果
実
で
も
多
発
・
発
病
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
園
内
で
多
発
発
病
果
が
確
認
さ
れ
る

場
合
は
、
予
措
の
期
間
を
長
く
し
、
家
庭
選
別
を
慎
重

に
行
な
っ
た
後
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

〈
収
穫
前
後
の
管
理
〉

　

８
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ
収
穫
時
期
が
近

付
い
て
き
て
い
ま
す
。
節
水
管
理
を
継
続

し
、
果
実
糖
度
を
上
昇
さ
せ
る
最
終
仕
上
げ

を
行
っ
て
い
く
時
期
で
す
。

　

た
だ
し
、
節
水
の
程
度
は
、
果
実
が
や
や

軟
ら
か
く
な
る
程
度
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

過
度
の
節
水
は
果
実
の
肥
大
を
悪
く
す
る

と
と
も
に
、
樹
勢
の
低
下
や
に
せ
黄
斑
病
な

ど
の
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
果
実

と
樹
の
様
子
を
観
察
し
て
適
度
な
節
水
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
収
穫
前
の
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
発

生
に
は
十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
、
貯
蔵

病
害
の
防
除
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
病
害
虫
防
除
〉

・
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

　

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
卵
か
ら
成
虫
ま
で
の
成

長
期
間
は
、
温
度
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。

気
温
が
高
い
時
期
は
成
長
が
早
く
、
孵
化
か

ら
産
卵
ま
で
の
日
数
は
20
℃
条
件
下
で
は
約

14
日
間
、
25
℃
条
件
下
で
は
約
９
日
間
で
す
。

　

主
な
被
害
と
し
て
は
、
葉
の
カ
ス
リ
・
萎

縮
に
加
え
、
果
実
も
吸
汁
し
カ
ス
リ
が
出

て
、
商
品
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ほ
場
内
で
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
ダ
ニ
オ
ー
テ
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
ダ
ニ
ゲ
ッ

タ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
メ
ビ
ウ
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル

等
（
上
記
薬
剤
は
い
ず
れ
も
２
０
０
０
倍
希

水
晶
文
旦

〈
発
生
の
原
因
〉

・
萎
凋
病
は
か
び
（
フ
ザ
リ
ウ
ム
属
菌
）
の

一
種
が
病
原
で
起
こ
る
病
気
で
す
。
病
原

菌
が
主
に
厚
壁
胞
子
の
形
で
土
壌
中
に
残

り
、
伝
染
源
（
土
壌
伝
染
）
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
病
原
菌
が
種
子
に
付
着
し
、
種
子

伝
染
も
起
こ
し
ま
す
。
主
に
晩
春
〜
初
秋

に
発
生
が
多
く
、
夏
期
の
高
温
時
に
特
に

多
発
し
ま
す
。

・
発
病
ほ
場
を
耕
し
た
農
作
業
機
械
類
を
、

他
の
ほ
場
で
使
用
し
た
際
、
病
原
菌
が
付

着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
伝
染
が
お
こ
り
ま

す
。

・
夏
期
や
施
設
栽
培
で
地
温
が
25
℃
以
上
と

高
く
、
土
壌
が
乾
燥
気
味
に
管
理
さ
れ
た

状
態
だ
と
発
病
が
多
く
な
り
ま
す
。

・
根
痛
み
や
軟
弱
徒
長
気
味
で
の
栽
培
管
理

も
発
病
を
助
長
し
ま
す
。

〈
病
徴
〉

・
播
種
後
15
〜
60
日
の
間
に
多
く
発
生
し
ま

す
。

・
発
芽
後
ま
も
な
く
病
原
菌
に
浸
さ
れ
た
と

き
に
は
発
芽
前
立
枯
れ
と
な
り
、
発
芽
し

て
本
葉
が
見
え
は
じ
め
た
時
は
発
芽
後
立

枯
れ
を
起
こ
し
ま
す
。

・
発
病
後
、
下
葉
が
片
側
に
ね
じ
れ
、
黄
化

す
る
か
あ
る
い
は
萎
れ
ま
す
。
症
状
は

ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
、
次
第
に
全
体
に
及

ん
で
枯
死
し
ま
す
。

〈
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
発
病
ほ
場
で
は
、
連
作
を
避
け
る
。

※
連
作
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

土
壌
消
毒
を
行
う
。

　
（
薬
剤
：
バ
ス
ア
ミ
ド
、
キ
ル
パ
ー
な
ど
）

・
発
病
株
は
見
つ
け
次
第
抜
き
取
っ
て
ほ
場

外
に
処
分
す
る
。

・
生
育
中
は
過
度
の
乾
燥
状
態
や
高
温
を
避

け
、
根
痛
み
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
栽
培

管
理
を
行
う
。

・
収
穫
後
の
残
渣
は
、
ほ
場
に
放
置
し
た
り

す
き
こ
ん
だ
り
せ
ず
ほ
場
外
に
処
分
し
、

ほ
場
衛
生
に
努
め
る
。

・
石
灰
な
ど
で
土
壌
㏗
6.5
以
上
に
矯
正
す
る
。

害虫名 1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

ネギアザミウマ
（スリップス）

体長1mm

体長1.5mm

さ
な
ぎ
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「
今
月
の
気
に
な
る
人
」
伊
野
３
兄
弟
に
い
や
さ
れ

ま
し
た
♡

（
香
美
市
香
北
町
・
70
歳
）

巻
き
ず
し
コ
ン
テ
ス
ト
の
ペ
ー
ジ
。
巻
き
ず
し
の
断

面
を
載
せ
て
頂
い
て
、
中
に
○
○
が
入
っ
ち
ゅ
う
、

作
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
私
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

（
香
南
市
野
市
町
・
57
歳
）

ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば
、
土
佐
茶
の
香
り
、
次
は
巻
き

ず
し
の
挑
戦
と
、
た
く
さ
ん
の
カ
ラ
ー
写
真
に
目

を
み
は
り
ま
す
。

（
香
南
市
赤
岡
町
・
84
歳
）

素
敵
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
紹
介
い
た
し
ま
す
！

▼
取
材
を
し
て
い
て
わ
た
し
も
癒
さ
れ
ま
し
た
♡  

３
兄
弟
の
魅
力
を
広
報
誌
を
通
し
て
皆
さ
ん
に
届

け
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
！

▼
巻
き
ず
し
コ
ン
テ
ス
ト
は
６
月
号
の
中
で
も
一
番
私

の
好
き
な
ペ
ー
ジ
！  

ち
な
み
に
皆
さ
ん
は
ど
の
巻

き
ず
し
に
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
か
？

　日頃は、ＪＡ事業をご利用いただきありがとうございます。
　さてホース類（糸入りホース、消毒用ホース、ポリ系ホース等）の廃棄に

つきましては、本年度より廃ポリ回収日に変更とさせていただきます。
　ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。

※なお、廃棄処理の可否が不明な廃棄物につきましては、廃ポリ回収時に
　サンプル等をお持ちいただけますと、診断いたします。

〒781－5295  香南市野市町西野2704－２
TEL.0887－56－0121

【連絡先】高知県農業協同組合 香美地区本部

◆ 廃ポリ
とき：９月10日（金）　午前９時～11時
とき：９月 ３日（金）　午前９時～11時
とき：９月17日（金）　午前９時～11時
とき：９月 ７日（火）　午前８時～ ９時30分

とき：９月 ２日（木）　午前８時～10時

土佐山田支所
野市支所

夜須支所
吉川・香我美・赤岡支所

廃ポリ・廃プラ回収日

　ホース類の回収日が変更になります
廃プラ・廃ポリ事業をご利用の皆様へ

◆ 廃プラ（ビニール）
とき：９月 １日（水）　午前９時～10時

とき：９月16日（木）　午前８時～10時

野市支所
吉川・香我美・赤岡支所

野市支所
56－0921

物部支所
58－3105

香北支所
59－2321

土佐山田支所
53－2155

吉川支所
55－2117

赤岡支所
55－2151

夜須支所
55－2155

香我美支所
55－3135

香美営農経済センター
56－2372

特産センター
56－0061

車輌センター
56－0314

農機センター
53－4221

JA葬祭会館「ルミエールとさかみ」 
56－5911（24時間対応）

LPガスセンター
53－4353

JA共済中央サービスセンター
088－864－5050

　香北支所は生姜予冷庫前、土佐山田支所は土佐山田購買課西側駐車場。
野市支所、夜須支所、吉川・香我美・赤岡支所は旧香我美ライスセンターと
なっています。

回収場所

　ビニール・ポリ以外の異物（泥土・ゴミなど）が付着すると、費用負担が
多くかかり、何よりも土の微粒子等が飛散することにより近隣住民に大きなご
迷惑となります。回収にあたり、異物を十分に取り除いて頂きますようお願い
いたします。

回収にあたってのご注意

夏
ら
し
い
涼
し
い
イ
ラ
ス
ト

（
香
南
市
野
市
町
・
69
歳
）

お問合せ先 各支所購買課　窓口まで


